
旧牧田家住宅 淀屋の石碑
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天下の豪商「淀屋」の実像をさぐる

４月１３日（土） ６月　８日（土）

８月１０日（土） １０月１２日（土）

１２月１４日（土） ２月　８日（土）

日付 講座内容
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そ
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し
た
『
淀
屋
』
の
今
な
お
謎
多
き
実
像
に

迫
り
、
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
姿
を
紐
解
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
大
阪
の
歴
史
に
興
味
を

お
持
ち
の
方
、
是
非
と
も
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
！

2019年

4 月 13日（土）

2019年

6 月   8日（土）

2019年

8 月 10日（土）

2019年

10月12日（土）

2020年

2  月  8日（土）

2019年

12月14日（土）

◆ 淀 屋 の 誕 生 ◆

◆大坂の三大市場の創設◆

◆ 多 才 な 文 化 人 と の 交 流 ◆

◆淀屋の追放・闕所処分 その１◆
◆淀屋の追放・闕所処分 その２◆

◆後期淀屋について◆

淀屋の初代・常安は、土木事業で豊臣秀吉に気に入られ、徳川の世に
なると、いち早く中之島の開拓をでがけ、大坂の街づくりに貢献しました。

青物市・米市・海産物市場の三大市場を創設し、
 ”天下の台所＜大坂＞”の礎を築きました。

連歌や茶道などに堪能な淀屋二代目・言当は、松花堂昭乗を
中心とした文化サロンにおいて小堀遠州や佐川田昌俊をはじめ
とする多才な寛永文化人達との交流を深めました。

五代将軍・綱吉の時代末期に、表向きは”町人にあるまじき豪奢”を
理由として追放・闕所（全財産没収）処分を受けて取り潰された淀屋。
その時代背景と今なお謎多き処分内容や膨大な没収財産等の実像
に迫り、闕所後の淀屋について二回シリーズで紐解きます。

暖簾分けをされた淀屋の番頭が故郷の倉吉で「牧田淀屋（倉吉淀屋）」を輿し、
その一族が淀屋の闕所から約６０年後、かつて淀屋が店を構えた淀屋橋南詰
（大川町）に、「淀屋清兵衛」として再び『淀屋』の暖簾を掲げました。

時間：１３：３０～１５：００（質疑応答を含む９０分）
＜受付１３：００～＞

場所：別館２階　貸会議室

授業料：各回５００円　　

定員：９０名

申込 先 中 之島 図 書 館管 理 事 務所
TEl : 0 6 - 6 2 0 3 - 0 4 7 4
E-mail: eventyoyaku@nakanoshima-library.jp

講師

蒲田 建三
かばた けんぞう

大阪市生まれ。リタイヤ後、近世大坂の歴史に興味を持ち、冊子「中之島
今昔」「堂島・船場今昔」をまとめる。現在は「淀屋研究会」副代表として、
「淀屋」の調査・資料収集に努め、会員研修用資料「淀屋関連基本資料集」
および「淀屋関連資料集Ⅰ＆Ⅱ」を編集。季刊誌『大阪春秋』第１２６号に
「中之島今昔」、同書・第１３７号に「淀屋と天満宮」を掲載。

「淀屋研究会」副代表


